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新晃、ﾀﾞｲｷﾝ、三菱、昭和、松下、日立、木村、東芝ｷｬﾘｱ

矢崎、日立、三洋、荏原、川重、三菱重工

ﾀﾞｲｷﾝ、三菱、日立、松下、三洋、東芝ｷｬﾘｱ

エアハンドリングユニット

冷 温 水 発 生 機

パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン

ル ー ム エ ア コ ン

荏原、日立、ﾃﾗﾙｷｮｸﾄｳ、川本、鶴見、新明和

荏原、日立、ﾃﾗﾙｷｮｸﾄｳ、川本、鶴見、神藤

荏原、日立、ﾃﾗﾙｷｮｸﾄｳ、川本

三菱、日立、積水、ブリヂストン

東陶機器、ＩＮＡＸ、ｼﾞｬﾆｽ工業、三栄水栓

東陶機器、ＩＮＡＸ、ｼﾞｬﾆｽ工業

材  料  メ  ー  カ  ー材  料  メ  ー  カ  ー 材        料

汚 水 ・ 汚 物 ポ ン プ

水 中 モ ー タ ー ポ ン プ

う ず 巻 ポ ン プ

Ｆ Ｒ Ｐ 水 槽

水 栓 金 具 類

衛 生 陶 器

材        料

Ⅲ　　材料メーカー表

特   記   仕   様   書
下

工事名称

工事場所

備 考階 数構 造棟 名 2延床面積（m ）

戸 数

特　　　　　記　　　　　仕　　　　　様　　　　　（　　印をつけたものを適用する）種 目 項 目

残 土 処 分 構内敷ならし 構内指示の場所にたいせき

埋 設 深 さ ( 管 上 )

埋 設 管 の 保 護 量水器以降の埋設給水管はクイックチューブ等で巻く。

Ⅰ　　共通事項

構外搬出

一般敷地３００mm以上　　　　車両通路６００mm以上　　　　公道８００mm以上　　　公道１，０００mm以上　　　公道１，２００mm以上。

埋設管は周囲１００mm程度に保護砂を入れる。ただし排水管は別記による。

Ⅱ　　工事種目（下記、及び「高知県工事における機械設備工事施工要領」による。）

和風大便器下面でコンクリートに接する部分はアスファルト塗布（３mm以上）とする。

和風大便器が防火区画を貫通し、防火カバーを必要とする箇所は（　　）箇所である。

乾式床の場合、洗面器の上部はシリコン材シールを施す。

洗濯機排水金物の床貫通部等は共住区画に適合する処理を施す。

大 便 器 汚物缶

　　　　

不要 要（　　　　　　　　　　　　　　）

直圧給水弁は水道事業者の指定品（指定のない場合は、二次側給水に準じた弁）

二次側給水弁(土中)：40A以下は青銅製で蝶ハンドル付き止水栓、50A以上はソフトシール制水弁(内面ライニング）

二次側給水弁(一般)：40A以下は管端防食ねじ込み形青銅弁5K、50A以上は鋳鉄製Ｆ付き内面ライニング弁5K

水栓エルボ、水栓ソケットは器具側砲金内ねじ形とする。

負 担 金

弁 類

継 ぎ 手 類 ユニットバス付属の水栓エルボへの接続は砲金継手等を使用し、管端の防錆をすること。

ＴＳバルブソケットは金属製（砲金）おすネジを打込しているものを使用すること。

ビニル管とライニング鋼管の接続には{ＴＳバルブソケット}+{防食ネジ異種金属接続用めすアダプタソケット付き継手}を使用する。(水栓エルボ・水栓ソケットは使用しない。)

保 護 砂 　 砂 利 第１桝以降の屋外ビニル管部分には、保護砂（１８０度台）を要す。

雨水立管の下部受部は差込継手を使用する。（但し平屋建は不要とする。） 遠心力鉄筋コンクリート管部分には砂利台を要す。

消 火 栓 箱 消火栓箱は(　 県の標準図　 国土交通省仕様　 メーカー仕様)

大 気 汚 染 対 策

弁 類 40A以下は青銅弁5K、50A以上は一般配管用ステンレス鋼弁10K

排ガス監視装置を要す。 ばい煙濃度測定口を要す。

ゴムホース接続なきコックはゴムキャップを付ける。

スプリングチャッキ内蔵ボール弁を使用すること。給 湯 器 用 止 水 弁

そ の 他

使用開始時には必要に応じて種汚泥を投入すること。

浄化槽の使用開始後おおむね３ヶ月間の試運転調整を行うもので、浄化槽法による「保守点検及び清掃等」を行うほか下記の事項を言う。

最低限の点検回数は　単独処理･小型合併･沈澱分離方式合併処理・・月１回

維持管理を管理業者に引継ぐ場合は直前に水質検査(ＢＯＤ，ＳＳ，ＰＨ，大腸菌，塩素イオン)を行い、そのコピーを維持管理業者、施設管理者、

工事監督者に渡し、設計・施工・現況の注意事項を申し送ること。

見やすい場所に型式、施工者名、設置年月、処理能力、放流水質を記入した銘板を設置する。

補助金申請設備そ の 他

種 汚 泥

試 運 転 調 整

流量調整槽のある合併処理・・・・・・・２週に１回１

２
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四変ﾃｯｸ、ﾕﾊﾟｯｸ、日本電熱、東芝、松下、三菱、日立電 気 温 水 器

適 用 仕 様

（例：外壁の地中部等 水密を要す部分はﾂﾊﾞ付鋼管ｽﾘｰﾌﾞ等。地中部分で水密を要しない部分はVPｽﾘｰﾌﾞ。柱､梁以外の箇所で､開口補強が不要でｽﾘｰﾌﾞ径200mm以下は紙ｽﾘｰﾌﾞでもよい。）

は つ り 工 事

土 間 配 管 の 支 持

ス リ ー ブ

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

一階土間コンクリート下部配管はステンレス吊りボルトにてスラブ筋に支持する。

国土交通省仕様

本工事において、細骨材に海砂を配合した生コンクリートを使用する場合、高知県内産海砂を配合したものを優先的に使用するものとする。ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ工 事 ／ 骨 材

機 器 類

そ の 他

完 成 図 の 提 出 方 法

メーカー仕様

屋外及びピット内配管の支持金物・吊り金物はステンレス製、又は溶融亜鉛メッキ製とする。機器固定ナットはロックナット又は２重ナットとする。

共住区画の消防検査受検必要

２ツ折りＡ３版製本 １部
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　　　　　　　　　　　　  【SGP-PA】

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

配管用炭素鋼鋼管 【SGP黒管】(JIS G 3452)

配管用炭素鋼鋼管 【SGP白管】(JIS G 3452)

　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VA】水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116･WSP 011)
　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-VD】水道用内外面硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 116)  

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　(JWWA K 132・WSP 039)
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管【黒管】

　　　　　　　　　　　　　　　　 【SGP-HVA】水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　　　　 (JWWA K 140)

内外面耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【SGP-WHTLP】

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管【SUS 304 TPD】(JIS G 3448)

配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(JIS G 3459)

水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管(JWWA G 113)

銅管【M】(JIS H 3300)

◯
◯

◯30
31

32

33◯◯

⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳

◯
◯
◯

21

22

23

24

⑬
⑭

　　　　　　　　　　　　　　　　　【RR-HIVP】

水道用ｺﾞﾑ輪形硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【RR-VP】(JWWA K 127)

水道用ｺﾞﾑ輪形耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　　　 (JWWA K 129)

外面被覆銅管【M】(JIS H 3330)

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VWP】(JIS K 6742)

耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HTVP】(JIS K 6776)

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6769)

排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管【D-VA】(WSP 042)

排水用ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管【SGP-TA】(WSP 032)

ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管(JIS K 6778)

排水用鋳鉄管【ﾒｶﾆｶﾙ形2種管】(JIS G 5525)

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6762)

耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【HIVP】(JIS K 6742)

ﾋｭｰﾑ管(JIS A 5372)

冷媒用被覆銅管

ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(JIS K 6774)

塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管【ｶﾞｽ･ｱｲﾎﾞﾘｰ･内管JIS G 3452】

◯34 -

-

◯25 鉛管(HASS 203)

◯26
◯27 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VU】(JIS K 6741)

◯28
卵形管【ｺﾞﾑﾘﾝｸﾞ】(JAWAS K-3)29◯

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管【VP】(JIS K 6741)

耐火二層ﾋﾞﾆﾙ管【内管VP】

◯
36◯ -

屋内一般 屋内ﾋﾟｯﾄ 屋内ｺﾝｸﾘ 屋内土中 屋外埋設 屋外架空場所 屋内一般 屋内ﾋﾟｯﾄ 屋内ｺﾝｸﾘ 屋内土中 屋外埋設 屋外架空場所工種 工種

給水(直圧)

給水(一般)

汚 水

雑 排 水

通 気

ガ ス

消 火

給 湯

器 具 接 続

冷 温 水

冷 却 水

中 水

※塩化ビニール管・鉛管どちらでもよい。

管

種

使

用

区

分

管

種

使

用

区

分

亜鉛メッキ面の塗装下地は化学処理（エッチングプライマ）を施す。

鋼管・鉛管のコンクリート内配管にはプラスチックテープ1/2重ね１回巻きとする。

土中埋設する鋳鉄管、鋳鉄異形管(メカ型継手共)及び特殊継手類はポリスリーブ巻きとする。

 
・
防
錆

塗
装

 
・
防
食

屋内露出 屋外露出床下暗渠内天井･PS内機械室･倉庫 屋外埋設 備　　　考場所工種

給 水

排水･空調ﾄﾞﾚﾝ

給 湯

冷 媒 管

矩形ダクト

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ

　b(  )Ⅴ　a(  )Ⅴ

　b(  )Ⅴ　a(  )Ⅴ

　b(  )Ⅰ　a(  )Ⅰ  e3(  )Ⅰ

　I(  )Ⅸ　I(  )Ⅸ J1(  )Ⅸ K3(  )Ⅸ

P3(  )Ⅸ　N(  )Ⅸ　N(  )Ⅸ O1(  )Ⅸ (ヘ)簡易耐熱保温筒10mm

(ト)簡易耐熱保温筒20mm

(ホ)簡易保温筒20mm

(ニ)簡易保温筒10mm

(ハ)ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

(ロ)ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材

(イ)ﾛｯｸｳｰﾙ保温材

(チ)冷媒用被覆銅管

注:保温外装にMGｼｰﾄ､又はﾌｧｲﾝｶﾊﾞｰを使用する場合は、厚さ0.5mm以上とし、屋外に使用する場合はｱﾙﾐ板(0.4mm)を下地に入れること。弁ﾎﾞｯｸｽ外装に使用する場合は 厚さ2mm以上とする。

　
・
防

露

保

温

機械室、パイプシャフトの配管には流体の種別及び流れの方向を明示し、バルブには常時開閉を記入（エッチング等）したアクリルプレートを取り付ける。

排水以外の屋外埋設管には、曲部、分岐部その他埋設管の位置が完成後確認できるように表示鋲(柱)を取り付ける。

配管を埋戻す場合は、ＧＬ－２００mm程度の深さに埋設表示用アルミテープ(Ｗ)を埋設する。ただし排水・通気管を除く。

バルブＢＯＸの内部に、その系統名、管サイズ、設置年を書いたアクリル板の札を入れる。(制水弁はハンドルを納める）

ガラり 点検口スリーブ、箱入れの補強筋

プロパンボンベ庫天井および壁貫通に対する下地補強

配

管

材

料

画像データ(BMP形式･A3版･300dpi程度) Ａ４版黒表紙金文字製本 １部

表
　
示

　公共建築工事標準仕様書1.3.6による。発
生
材
の
処
理

処理方法

対象建築材料等

①合板,木質系フローリング,構造用パネル,集成材,単板積層材,ＭＤＦ,パｰ

　ティクルボード,ユリア樹脂板,壁紙,緩衝材,断熱材,保温材,仕上げ塗材

② 塗料

③ 木材保存剤(防腐処理、防蟻処理等)

使 用 制 限

Ｆ☆☆☆☆又は同等の大臣認定品とする。

クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブを含有しない、非有機リン系の薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理は工場で

行い、十分乾燥した後に現場搬入する。

1)ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有してないものとする。

フタル酸ジ-ｎ-ブチル,フタル酸ジ-２-ヘエチルヘキシル,クロルピリホリス,ダイアジノン,フェノブカルブの有無または成分について一覧表に記入し、その資料を添付して提出するものとする。

　室内に関わる材料（上記①～⑤及び建具,シール材,その他でその接着剤や塗料の溶剤まで含む）については、ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,

⑤ 家具、書架、実験台、什器、洗面化粧台、流し台

④ 内装用接着剤、木工事用接着剤、配管用接着剤、接合剤

2)フタル酸ジ-n-ブチル,フタル酸ジ-2-ヘエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用しているものとする。

①②③④の建築材料を使用する場合はＦ☆☆☆☆を基本とし、該当する材料がない場合はＦ☆☆☆又は同等品を使用する。

(

揮
発
性
有
機
化
合
物)

対
策

室

内

空

気

汚

染

ホルムアルデヒド,アセトアルデヒド,スチレン,トルエン,キシレン,エチルベンゼンを含有していない水性形のものとする｡

　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　再生資源化を図るもの　　コンクリート塊　　アスファルトコンクリート塊　　建設発生木材　※廃石膏ボード等は原則分別再利用処理とする。

日立化成、三菱樹脂、ホーコス

巴、昭和、愛知、ﾈﾎﾟﾝ

厨 房 機 器

小 型 鋼 板 ボ イ ラ ー

Ｆ Ｒ Ｐ 膨 張 タ ン ク

日本調理、ﾌｼﾞﾏｯｸ、北沢、ホシザキ四国、タニコー

国土交通省仕様適合品

三菱、松下、ﾃﾗﾙｷｮｸﾄｳ、東芝、日立、ﾀﾞｲｷﾝ

日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ、東洋空気調和、日本ｴｱﾌｨﾙﾀ

矢崎、日立、三洋、荏原ｼﾝﾜ、空研、日本ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ

日立、ﾃﾗﾙｷｮｸﾄｳ、荏原、松下、谷山、ﾐﾂﾔ、旭電業

そ の 他

全 熱 交 換 形 換 気 扇

ロ ー ル フ ィ ル タ ー

自 動 制 御 機 器

冷 却 塔

送 風 機

国土交通省仕様

ﾀﾞｲｷﾝ、三菱、日立、松下、三洋、東芝ｷｬﾘｱ

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「工事写真の撮り方（改訂第二版）建築設備編」

　c2(  )Ⅴ 　d2(  )Ⅴ (　)

　c2(  )Ⅴ

　c2(  )Ⅰ 　d2(  )Ⅰ

山武、ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ

浄化槽の砂利地業、桝類の砂利地業には原則として再生クラッシャランを使用する。（アスファルト再生品混じりは不可。）

アスファルト、アスファルト路盤は原則として、再生品を使用する。

26

26

⑮⑮

26

26

ロロロ

26 26

26

26

26

26

26

26

（  ）+ ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ 　（  ） （  ） （  ） （  ）+ SUSﾗｯｷﾝｸﾞ

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

そ  の  他

ガ      ス

浄  化  槽

消      防

排      水

給      水

官公庁等 打   合   せ   事   項 確   認   日

計 測 機 器 等

空
気
調
和
・
換
気
設
備

自動空気抜き弁装置

吹 出 口 チ ャ ン バ

不要 要（　　　　　）ヶ所　自動空気抜き弁にはＧＶ及びストレーナーを取付ける。

アネモ形吹出口には、チャンバ（ネック径200Φ以下は400ロ×250Ｈ

200Φをこえるものは500ロ×300Ｈ）を設ける。

消 音 内 貼 り 内貼りチャンバの寸法表示は、外法寸法とする。

サプライチャンバにはその上に銅きっ甲金網押えを行う。

消音材はｸﾞﾗｽｳｰﾙ(吹出口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･吸込口ﾁｬﾝﾊﾞｰ･ﾚﾀｰﾝﾁｬﾝﾊﾞは25mm厚,

ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞは50㎜厚)とし､ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えとする｡

ダ ク ト アルミフレキ（不燃材料認定品） ステンレスフレキ（不燃材料認定品）

  スパイラルダクト

ド レ ン 管

冷 媒 管

蒸 気 管

◯31 ◯31 ◯31 ◯31 ◯31 ◯31

冷 媒 管

◯10

ビニル管 (JIS　K6741)

手動空気抜弁装置(　　　)ｹ所

温度計(　　　　)ｹ所　圧力計(　　　　)ｹ所　風量測定口(　　　)ｹ所　瞬間流量計(　　　　)ｹ所

特記なき事項は「高知県工事における機械設備工事施工要領」及び「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」

(但し改修工事の場合は、「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編 最新版)」)及び「公共建築設備工事標準図(機械設備工事編 最新版)」による。

消火器 ABC10型

CADデーターを(CD-R)に保存して提出。

１

ハハ ハ ハ ハ ホ

チ チ

ロ ロロ ロ

空調ﾄﾞﾚﾝ配管は保温材付ﾄﾞﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟとする。

⑮ ⑮ ⑮ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬

27

27

スリーブは建築工事

機械設備 特記仕様書機械図

保温材付銅管 (保温厚   m/m)

26

26

32 32 32 32 32

高知県高岡郡日高村

工事名称

縮尺 図面番号

日付

担当

　　※Ａ２→Ａ３に縮小(71％)

集活センター

1

Ｓ造

25Φ

192.96

M-01

能津地区集落活動センター整備事業

能津地区集落活動センター整備事業
設計年度(設計図)　　　年度

工事期間(完成図)　 　 年　 月　 日～   　 年　 月　 日



20,8305,000

30,725

河　川

10,500
5,250

5,250

県道 庄田伊野線
(法第42条1項1号)

雑種地

雑種地

雑種地

道路境界線 2.07

隣
地
境

界
線
 
2
8
.
98

隣地境界線 27.62

隣地境界線 30.72

隣
地
境

界
線
 
1
5
.
04

(隣地)既設擁壁+既設ﾌｪﾝｽ塀 H=1,200

±0

±0

±0 -450

±0

±0

-7,450

D
=
1
.
1
4

±0

既設浄化槽

既設ＷＣ

屋形船休憩所

事務所

1
,
1
9
3

9,
3
0
7

4
,
50
0

1
5
,
0
00

N

100

2
5

20

100 100

1
2
5

125

止水栓25A(BOX共)

100

40

40

既存管より分岐

既存ﾒｰﾀｰ 40A

25

25

既存放流

1
2
5

1/200
機械図 機械設備・配置図

M-02

M

廻り別図参照

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

GT

ＥＦＧ
H=
3,
00
0

合併処理浄化槽 75人用  （別図参照）

Ｈ

ＩＪＫ

Ｌ

Ｍ Ｎ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

記号

汚水桝 表

桝の大きさ 管底 蓋

GL -300

〃

〃

〃

150φ

〃

〃

Ｌ

Ｍ

Ｎ

〃

〃〃

〃

〃

〃

GL -310

GL -340

GL -360

GL -300

GL -340

GL -300

〃

〃

〃〃

〃

300×300 格子 CA300Ｏ

GL -560

〃

GL -400300φ MHA300Φ

150φ

〃

〃

〃 GL -620

GL -700

〃 〃

GL -310

GL -350

GL -410

〃

備       考

小口径塩ビ桝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

小口径塩ビ桝

〃

〃

ミカゲ

埋設表示柱を示す。

ミカゲ

T-0

市販ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

樹脂製 塩ﾋﾞﾄﾗｯﾌﾟ桝

〃

〃

450×450

〃

〃

〃

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

〃

GL -1050Ｐ

Ｑ

GL -910

GL -1200

Ｏ

工事名称

縮尺 図面番号

日付

担当

　　※Ａ２→Ａ３に縮小(71％)
能津地区集落活動センター整備事業



2
,
0
0
0

4,
3
0
7

3,
0
0
0

1,
0
0
0

2
,
0
0
0

4,550 2,430 6,550 7,300

1,000 5,550

3,
3
0
0

1
,
9
07

5
,
2
0
7

4
,
1
0
0

9
,
3
0
7

工事名称

縮尺 図面番号

日付

担当

　　※Ａ２→Ａ３に縮小(71％)

1/100
機械図 給排水 設備図

M-03

MWC 器具リスト

1

1

1

1

1

洋 風 大 便 器

ウ ォ シ ュ レ ッ ト

紙 巻 器 YH-701 (棚付２連タイプ) SUS

TCF5533S

CS597BS、SH-596BAR (手洗無)

YM-4560F (450×600)

手 洗 い 器 L250C、TENA41AJ(自動 AC100V)、T7PW1、TL250D

耐 食 鏡

UFS900JCS (自動 AC100V)壁 掛 小 便 器 1

WWC 器具リスト

1

1

1

1

洋 風 大 便 器

ウ ォ シ ュ レ ッ ト

紙 巻 器 YH-701 (棚付２連タイプ) SUS

TCF5533S

CS597BS、SH-596BAR (手洗無)

耐 食 鏡

1手 洗 い 器

カ ウ ン タ ー 1

LS703、TENA12AL(自動 AC100V)、T6PM7

YM-4560FA (450×600)  アーチ型

HWC 器具リスト

車椅子対応洋風大便器 CS20AB、SH30BA, TCF5840AMP

可 動 手 摺 り T112HK8 固定金具共

Ｌ 型 手 摺 り T112CL11 固定金具共

YH701 (SUS. 2連、棚付)紙 巻 き 器

洗 面 器

1

1

1

1

1

YM4560F化 粧 鏡

ジ ェ ッ ト タ オ ル

1

1

キッズスペース 器具リスト

1

1YM-4560F (450×600)

手 洗 い 器 L250C、TENA41AJ(自動 AC100V)、T7PW1、TL250D

耐 食 鏡

キッズスペース

兼梱包作業場

エントランス

ホール

多目的室

物販

レストラン

観光スペース

倉庫

事務室

HWCWWC

7
5

75 75

40

4
0

40

40

7
5

7
5

100100100

25

2020

2
0

2
0

20

2
0

2
0

20

2
5

20

物置場

MWC

ベ ビ ー シ ー ト 1J
T YKA25R

止水栓20A(BOX共)

L270D、TENA40A(自動)、T6PM1、TL220D

以降配置図ヘ

R

G M

100

100

100

厨房 廻り別図参照

建築工事

TYC420W  (1Φ100V 1,015W)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ＥＦＧ

Ｈ

Ｉ

ＪＫ

GT
1
25

以降配置図参照

Ｌ

能津地区集落活動センター整備事業



工事名称

縮尺 図面番号

日付

担当

　　※Ａ２→Ａ３に縮小(71％)

100

R

G 
M

5
0

GT

25

1

1YM-4560F (450×600)

手 洗 い 器 L250C、TENA41AJ(自動 AC100V)、T7PW1、TL250D

耐 食 鏡

厨房 器具リスト

15

15

20

20

2
0

止水栓20A(BOX共)

BAV15A

LPG 置場

転倒支持鎖共

ガスメーター供給業者貸与品

50K×6本立 自動切替弁

以降別図

以降別図

混 合 栓 TKS05310J 4

ボ ー ル バ ル ブ BAV15A 4

ガ ス 中 間 コ ッ ク 20A 2

ガ ス コ ッ ク ヒューズコック15A 3

ガ ス 漏 れ 警 報 器 AC100V 単体型 2

水 栓 T136SUNR-13C 1

31

チップアイスディスペンサー1

IHコンロ(卓上）2

製氷機3

スタンダード・ガスフライヤー4

5

ガスレンジ6

ガスレンジ7

スチームコンベクションオーブン8

スチコン専用架台9

小型ドアタイプ食器洗浄機10

ソイルドテーブル11

一槽シンク12

舟型シンク13

14

炊飯器15

電子保温ジャー16

スープジャー（マイコン）17

ランプウォーマー18

多段オープンショーケース19

多段オープンショーケース20

冷蔵温蔵オープンショーケース21

リーチイン冷凍ショーケース22

スライド式炊飯台23

作業台24

冷凍冷蔵コールドテーブル25

冷蔵コールドテーブル26

二段棚27

二段棚28

調理台29

作業台30

製氷機31

水切移動台32

冷蔵コールドテーブル33

吊戸棚34

吊戸棚35

冷凍冷蔵庫36

Ｎｏ． 品　　　　名

ビール＆酎ハイディスペンサー37

平棚38

冷蔵コールドテーブル39

天板40

サーバー台41

吊戸棚42

総合設備容量

DCM-115K

TIC-2CP

IM-25M-1

TGFL-87CW

TSGR-1232

TSGR-0921

TSCO-61EBR

TSCO-BC101NL

TDWE-4DB3L

TX-1S-90

TX-F-100

RR-50S1

THA-C60A

TH-CU080

ILA-18(G)

KMC-66GKTO4S

MEK-32GKTA5L

RSG-H650FXB

MRF-120FWTR

TX-R-43N-NB

RFT-180SNG

RT-120SNG

IM-45M-1

RT-180SNG

HRF-120AFT3

RT-90SNG-R

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

台
　
　
　
数

1

2

1

1

1

1

ＭＯＤＥＬ

ガス(LPG)

15

G.V
40

15

G.V
40

15x2 20

20 52.6

20 36.6

15

G.V

40

鋼管

15

G.V

40x2

耐熱管

15x2 15x2 50x2

15x2 15x2 50x2

15 50

ﾎｰｽ

9.5φ
10.3

40x2

40

15

G.V
40

40

40

配管接続口径（Ａ）

給　水 給　湯 排　水 口径（Ａ） 消費量

kW

15

G.V

40

119.5

100/１15kg/日

GF

25kgタイプ

GF 油量18リットル×2、涼厨

GF

GF

GF 軟水器付、1/1ホテルパン7段

30～60ラック/h、 オーバーフロー含む

4～10リットル

6リットル

8リットル

891リットル

539リットル

155リットル

1095リットル

R:252リットル、F:144リットル

243リットル

中棚1段

【下部三方枠】

45kgタイプ

419リットル

中棚1段,下段棚付き

中棚1段,下段棚付き

R：383リットル、F：383リットル

フ
　ー

　
ド

【別途支給品】

157リットル

天板100ハネ出し

中棚1段,下段棚付き

備　　　　考

機器別途工事

50
5
0

50

50

100

100

BAV15A

BAV15A

10
0

50

50

50

5
0

1
0
0

50

50

50

50

5
0

5
0

1
00

5
0

50

50

100

100100

20

2
0

32

3
2

20

2520

各配管 金属フレキにて接続

止水栓20A,可とう管コック共

リモコン、配管カバー共

エコジョーズ

ガス湯沸器 32号

BAV15A

20
BAV15A 10

BAV15A

11

26 25

64

13 33

3637

1

12

25

39

3

12

8

15
7

Ｅ
ＦＧ

Ｈ
ＩＪＫ

2
0

2
0

2
0

20

20

20

2025

G G

G

1
25

Ｇ・Ｔ 参考品番 ホーコス HGR-100P

グリーストラップ FRP製 パイプ式

820×620×650H

耐荷重 (T-2)  SUS.蓋 

流入量 100L/minまで  地中埋設型

以降配置図へ

M-041/50
厨房廻り給排水設備図機械図

能津地区集落活動センター整備事業



X18

1
,
0
0
0

2,
0
0
0

Y2

Y1

2,
0
0
0

4
,
3
0
7

3
,
0
0
0

5,5501,000

6,550 7,300

X1

2,4304,550

工事名称

縮尺 図面番号

日付

担当

　　※Ａ２→Ａ３に縮小(71％)

機械図

レストラン

HWCWWCMWC

厨房

事務室

観光スペース

エントランス

ホール

多目的室

物販

FE
１
FE

１
FE

１
FE

物置場

FE

FE FE
３２

４

名 称 発熱量(KW) 必要換気量 V=30KQ

フードＡ    換気計算 GF付

計

ガスフライヤー 20.0

ガス赤外線グリラー 11.0

ガス炊飯器 10.3

30×0.93×11.0=

30×0.93×20.0=

30×0.93×10.3=

1,152.27m3/h

558

287.37

306.9

箱型(850×2,900×700)

名 称 発熱量(KW) 必要換気量 V=30KQ

GF付フードＢ    換気計算 箱型(750×2,400×700)

計

ガスレンジ 52.6

ガスレンジ 36.6

30×0.93×52.6=

30×0.93×36.6=

1467.54

1021.14

2,488.68    m3/h

換気扇 仕様

記号 名 称 仕 様

排気ファン
FE

接続パイプ100φ１

FE
２

FE
３

FE
４

排気ファン

(防虫網付)

ウェザーカバー P-13VSQ3

24時間換気SW共

パイプファン 120ｍ3/h

(防虫網付)

V-08PP7

壁付換気扇 250Φ 690ｍ 3/h    EX-25EK6-M

取付枠250Φ用 SUS.ウェザーカバー P-25CVS4

FE
５

厨房用有圧換気扇 300Φ 1,720ｍ 3/h    

取付枠PS-30FW SUS.ウェザーカバー PS-30CS

EFC-30MSB

専用SW共

排気ファン

専用SW共

排気ファン 厨房用有圧換気扇 350Φ 2,640ｍ 3/h    EFC-35MSB

取付枠PS-35FW SUS.ウェザーカバー PS-35CS

排気ファン

(防虫網付)

24時間換気SW共

壁付換気扇 300Φ

取付枠300Φ用 SUS.ウェザーカバー P-30CVS4

EX-30EMP61,206ｍ 3/h    

キッズスペース

兼梱包作業場

室 名 室面積(㎡) 天井高(ｍ) 気積(ｍ3) 換気回数 必要換気量(ｍ3/h)

0.3

計

24時間換気計算書

215.51 2.605床面積 561.404

168.42

168.42

給気ガラリ
OA

接続パイプ150φ ウェザーカバー P-18VSQD3

FD付
１

天井付 角型 P-18QR

※ウェザーカバーは 指定色焼付塗装

24時間換気扇には、専用SW 電気施工業者に支給のこと。

FE-2(690ｍ3/h)にて24時間換気

Ｂ

Ａ

１
OA

１
OA

１
OA

１
OA

１
OA

５

M-051/100
換気 設備図

能津地区集落活動センター整備事業

※フードは別途工事 ※フードは別途工事
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工事名称

縮尺 図面番号

日付

担当

　　※Ａ２→Ａ３に縮小(71％)

1/100
機械図 冷暖房設備図

物置場観光スペース

MWC

WWC HWC

倉庫

多目的室

エントランス

ホール

事務室

R

R

空調機器表

記 号 数量 仕 様 電圧(V) 消費電力

１

2

3φ200V

RC
壁掛セパレートエアコン 1φ100V

壁掛セパレートエアコン

冷房能力 暖房能力

冷房能力 暖房能力

RC

冷房能力 暖房能力

参 考 品 番

※注記

2. ２次側電気工事は本工事（電気工事業者は室外電源供給まで）

3. 室外機基礎は、プラロックに防振ゴム敷き

1. 冷媒管屋外露出部は、スリムダクト仕上げとする。

キッズスペース

兼梱包作業場

1

RC
1

R

4.0(0.6～5.3)KW 5.0(0.6～11.5)KW

1φ200V 970  W MSZ-ZXV4020S

MSZ-ZXV2220

2.2(0.6～3.4)KW 2.5(0.6～5.2)KW

465  W

RC
1

2.2

1
3φ200V厨房用 天吊型パッケージエアコン

冷房能力 暖房能力

3φ200V

暖房能力

AC

RC

レストラン

厨房

AC

14.0

AC

14.0

R

R R

8.0

2 AC
1 23

AC
1

AC
2

3

1
冷房能力

壁掛形 パッケージエアコン
1

7.1(1.9～8.0)KW 8.0(2.0～10.8)KW

12.5(3.2～14.0)KW 14.05(3.5～18.2)KW

12.5(3.2～14.0)KW 14.05(3.5～18.2)KW
イ

RC
2

放流

放流

放流

放流

1

イ

配管表

記号

イ

ロ

液側 ガス側

6.35φ 9.52φ

ロ ロ

ロ

ロ

ロ

9.52φ 15.88φ

(
天
井

内
)

(
天
井
内
)

25

25

雑排水桝に放流

PKZ-ZRP80KR

3.68 KW PCZ-ZRMP140HR

壁掛形 パッケージ同時ツインエアコン PKZX-ZRMP140KR4.2 KW

2.12 KW

8.7ｍ

3.8ｍ

7.0ｍ 10.8ｍ
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ＦＳ１

基礎スラブ配筋図 Ｓ＝１／５０
主筋方向

φ250
主筋　Ｄ１３－２００＠ダブル

副筋　Ｄ１３－２００＠ダブル

Ｓ１

頂版スラブ配筋図 Ｓ＝１／５０
主筋方向

主筋　Ｄ１３－２００＠ダブル
副筋　Ｄ１３－２００＠ダブル

主筋Ｄ１３－２００＠ダブル

副筋Ｄ１３－２００＠ダブル

Ａ―Ａ断面配筋図 Ｓ＝１／５０

定着長さ Ｌ２＝３５ｄ

Ｇ．Ｌ

主筋Ｄ１３－２００＠ダブル

副筋Ｄ１３－２００＠ダブルＬ２

Ｌ２

帯筋　Ｄ１０－１００＠

主筋 ４－Ｄ１３

Ｓ１

ＦＳ１

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ１Ｌ１

２－Ｄ１３

Ｌ１＝４０ｄ

開口部補強筋

定着長さ

開口部補強筋

Ｓ＝１／３０

主筋

帯筋

２５０

柱配筋詳細図

４－Ｄ１３

Ｄ１０＠１００

アンカ下端

D13

5
0
～
8
0

アンカ下端

5
0
～
8
0

D13
100

基礎スラブ天端

40
0

基礎スラブ天端

400

下端筋に定着のこと

浮上防止ﾊﾞﾝﾄﾞｱﾝｶｰ図

断面図

スラブ筋等の重ねつぎて長さは小径の４０ｄ以上とする。

スラブリスト

スラブ スラブ厚 位置 主　　筋 副　　筋 備　考

全断面

全断面

Ｓ１

ＦＳ１ ２００

２００

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－２００＠

Ｄ１３－２００＠

ダブル

ダブル

使用とする。

とする。

とする。地　耐　力

スラブ荷重

コンクリート

鉄　　筋

凡　　例

共通事項

ｋＮ／ｍ２

２

ｏ　－－－－Ｄ１６ｘ　－－－－Ｄ１３・－－－－Ｄ１０

そ　の　他 詳細は現場係員の指示による。

５５

ＳＤ－２９５Ａ

Ｎ／ｍｍＦｃ＝２１

Ｔ－６

1
0
02
0
0

3
4
2
0

2
8
2
0

2
0
0

5
0

1
5
0

175

Ａ

Ａ

2330 2330 175

5010
1
7
5

2
9
5
0

1
7
5

3
3
0
0

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

浮上防止ﾊﾞﾝﾄﾞｱﾝｶｰ位置

浮
上
防
止
ﾊﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ｱ
ﾝ
ｶｰ
位
置

浮上防止バンド

1510 820 980 550 1150

5010

3
7
5

2
5
5
0

3
7
5

3
3
0
0 流入

工事名称

縮尺 図面番号

日付

担当

　　※Ａ２→Ａ３に縮小(71％)

機械図 浄化槽設備図 (1) 処理槽配筋図
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予備ろ過槽

ＨＷＬ

ＬＷＬ
流量調整部

ＧＬＧＬ

予備ろ過槽

汚泥貯留槽

担体

流動槽

生物ろ過槽

消毒槽

ＷＬ ＨＷＬ

ＬＷＬ

流量調整部固液分離部

ＷＬ

生物

ろ過槽

予備ろ過槽

汚泥貯留槽 担体流動槽

消毒槽

Ａ

Ｂ

固液分離部

Ｂ

消毒槽

ＷＬ

Ａ

４．９６３

６．９２４

０．２１９

２．０５４

５．１４９

口　径 出　力 吐出量 台　数

ブロワ ０．７５　ｋＷ １台２５Ａ

機器名

０．５０ｍ
３
／ｍｉｎ

日平均汚水量

流入ＢＯＤ

放流ＢＯＤ

２２０ｍｇ／Ｌ

１４ｍ
３
／日

処理対象人員 ７５人

第１項の大臣認定による固液分離型流量調整付担体流動生物ろ過循環方式

建築基準法第６８条の２６第１項の規定に基づき、同法施行令第３５条

２０ｍｇ／Ｌ

汚泥貯留槽

予備ろ過槽

消　毒　槽

生物ろ過槽

担体流動槽

容　量　表

項　　　　　目
３

設計容量（ｍ　）

円筒槽の補強リングは、ＦＲＰ製とする。

認定番号：8-19K-H-004-2

スラブ荷重は、Ｔ－６とする。

臭突横引き配管は上り勾配施工とする。

浄化槽流入部付近に給水栓を設けること。但し、別途工事とする。

マンホール及び角蓋は、防臭型ロック式とする。

型　　　　式：ダイキ浄化槽ＤＣＷ-７５Ａ３型

臭突工事は、浄化槽工事外とする。（臭突口以降）（臭突排気風量0.75ｍ3／分）

流入・放流配管は、浄化槽工事外とする。

かさ上げ250ｍｍです。かさ上げは300ｍｍ以下と決められています。

機器仕様表 （三相・２００Ｖ）

エア配管は、赤→逆洗、青→散気に正しく配管して下さい。

フローシート

流入

固液分離部 汚泥貯留槽

流量調整部 予備ろ過槽

間欠定量移送装置

循環水
担体流動槽

汚泥移送
生物ろ過槽

消毒槽

　放流　

　放流管
φ１５０

放流

循環水・汚泥移送管
　　　φ５０　　　

　臭突管
φ１００

φ１００

別途工事

　流入管
φ１５０

流入

間欠定量移送装置

φ250 ブロワより
　φ２５

ブロワより
　φ２０

計量調整装置

1410 1730 1170 700

5010

4
0
0

φ
2
5
0
0

4
0
0

3
3
0
0

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

　　　　角蓋　　　　

２－６００×１０００ マンホール
２－φ６００

175 2330 2330 175

開口位置 1085

5010

845 910 1445 725

1
7
5

2
9
5
0

1
7
5

3
3
0
0

6
0
0

1
3
0
0 4
5
0

7
5
0

　放流管
φ１５０

　流入管

φ１５０

流入管底

1
0
0

9
0
0

2
0
0

5
0

2
7
7
0

2
0
0

5
0

1
5
0

3
4
2
0

1
9
0
0

6
0
0

1
3
0
0 2
1
0
0

逆洗管

散気管 汚泥移送用エアリフトポンプ
　　　　　φ５０

1
0
02
0
0

5
0

2
7
7
0

2
0
0

5
0

1
5
0

3
4
2
0 浮上防止バンド

400 φ2500 400

3300

Ｓ＝１／５０Ａ－Ａ断面図 Ｓ＝１／５０Ｂ－Ｂ断面図

1410 1730 1170 700

5010

Ｓ＝１／５０頂版開口図Ｓ＝１／５０平　面　図

TS

1 N C 3 4

白 黒

F

OFF

O N

R S T E

ブロワ

一次側電源へ

（現地施工）

電磁弁

接続済み

一次側ケーブル

注意：警報装置なし

タイマ制御ボックス詳細図

２００Ｖ　６０ＨＺ

建物

ｂ

ａ

回転方向

散気

逆洗

　φ４０

　φ３０

1200

7
0
0

φ25

2
0
0
5
7
5

注記：ブロワカバーは、全カバー（ＳＳ製）とする。

Ｓ＝１／５０ブロワ断面図

ブロワ

　逆洗　

赤　 青　

　散気　

ＧＬ

ブロワ

ブロワ

散気
逆洗

　φ４０
　φ３０

9
1
0

放流管底

　φ25

710

φ25

　φ20

φ100 H=3.5m

臭突立上位置

(別途工事)

別途工事

工事名称

縮尺 図面番号

日付

担当

　　※Ａ２→Ａ３に縮小(71％)

機械図 浄化槽設備図  (2)      処理槽一般構造図
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